
JP 4683679 B2 2011.5.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に形成されたＮ本の走査線と、Ｍ本の信号線と、前記走査線と前記信号線との各
交差部に配置されたＮ×Ｍ個の画素とを有する表示領域とを備えた液晶パネルを有する液
晶表示装置の駆動方法であって、
　正の極性または負の極性を有する映像信号を前記各画素に入力し、
　前記Ｎ本の走査線には、ゲートドライバ回路からそれぞれ走査信号を入力し、
　前記Ｍ本の信号線のうちの互いに隣り合うｎ（Ｍ＞ｎ≧２）本の信号線には、同一極性
を有する前記映像信号をそれぞれ入力し、
　周期的に少なくとも２種類の異なるディスクリネーションパターンを表示させることを
特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　基板上に形成されたＮ本の走査線と、Ｍ本の信号線と、前記走査線と前記信号線との各
交差部に配置されたＮ×Ｍ個の画素とを有する表示領域とを備えた液晶パネルを有する液
晶表示装置の駆動方法であって、
　正の極性または負の極性を有する映像信号を前記各画素に入力し、
　前記Ｎ本の走査線には、ゲートドライバ回路からそれぞれ走査信号を入力し、
　前記Ｍ本の信号線のうちの互いに隣り合うｎ（Ｍ＞ｎ≧２）本の信号線には、同一極性
を有する前記映像信号をそれぞれ入力し、
　１フレーム間隔毎に少なくとも２種類の異なるディスクリネーションパターンを表示さ
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せることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　基板上に形成されたＮ本の走査線と、Ｍ本の信号線と、前記走査線と前記信号線との各
交差部に配置されたＮ×Ｍ個の画素とを有する表示領域とを備えた液晶パネルを有する液
晶表示装置の駆動方法であって、
　正の極性または負の極性を有する映像信号を前記各画素に入力し、
　前記Ｎ本の走査線には、ゲートドライバ回路からそれぞれ走査信号を入力し、
　前記Ｍ本の信号線のうちの互いに隣り合うｎ（Ｍ＞ｎ≧２）本の信号線には、同一極性
を有する前記映像信号をそれぞれ入力し、
　１フィールド間隔毎に少なくとも２種類の異なるディスクリネーションパターンを表示
させることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　請求項２において、
　フレーム周波数が１００Ｈｚ以上であることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　請求項３において、
　フィールド周波数が１００Ｈｚ以上であることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記液晶パネルは、正の極性を有する映像信号が入力される第１の映像信号配線と、負
の極性を有する映像信号が入力される第２の映像信号配線とを有することを特徴とする液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記液晶パネルは、前記走査線と前記信号線との各交差部にスイッチング素子を有する
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記液晶パネルは、前記信号線に入力する映像信号の極性を選択する選択回路を有し、
　前記走査線と、前記信号線と、前記走査線と前記信号線との各交差部に設けられたスイ
ッチング素子と、前記選択回路とを同一基板上に有することを特徴とする液晶表示装置の
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、液晶等の表示体を用い、マトリクス状に表示画素が配置されたディスプレイに
好適な駆動方法に関し、特に、液晶パネルの交流化駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、絶縁性基板上に半導体薄膜を形成した半導体装置、例えば薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）を作製する技術が急速に発達している。その理由は、液晶表示装置（代表的には、ア
クティブマトリクス型液晶表示装置）の需要が高まってきたことによる。
【０００３】
アクティブマトリクス型液晶表示装置は、マトリクス状に配置された数十～数百万個もの
表示画素に出入りする電荷を表示画素のスイッチング素子により制御して画像を表示する
ものである。
【０００４】
なお、本明細書中における表示画素とは、スイッチング素子と、前記スイッチング素子に
接続された画素電極と、液晶と、前記液晶を介して画素電極に対向して設けられた対向電
極とで主に構成されている素子を指している。ただし、ＩＰＳ駆動を用いた液晶パネルの
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場合の表示画素とは、スイッチング素子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極
と、液晶と、同一基板上に設けられた共通電極とで主に構成されている素子を指している
。
【０００５】
加えて、本明細書中における共通電位とは、上記表示画素の対向電極が有している電位ま
たは、共通電極が有している電位を指している。
【０００６】
図２に液晶表示装置の簡略図を示す。なお、図３（ａ）に図２中の液晶パネル１０１にお
けるアクティブマトリクス回路の簡略構造図を示す。
【０００７】
図２において、液晶パネル１０１は、水平方向（横方向）に互いに平行に延びる複数（Ｎ
本）の走査線〔図３（ａ）中の走査線Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、．．．に相当する〕と、走査線に
直交する垂直方向（縦方向）に互いに平行に延びる複数（Ｍ本）の信号線〔図３（ａ）中
の信号線（１）、（２）、（３）、（４）、．．．に相当する〕と、走査線と信号線との
交差部近傍に配置されるスイッチング素子（ＴＦＴ等）１１０をＮ×Ｍ個有し、各スイッ
チング素子に接続される画素電極１１１とを備えている。
【０００８】
また、液晶パネル１０１において、走査線の一端は、各スイッチング素子１１０のゲート
電極に接続され、他端はゲートドライバ回路１０４（走査線駆動回路）に接続されている
。一方、信号線の一端は、スイッチング素子１１０のソース電極に接続され、他端はソー
スドライバ回路１０５（信号線駆動回路）に接続されている。
【０００９】
図３（ｂ）には、表示領域の一部である表示パターン〔表示画素４行×６列（Ａ１～Ｄ６
）〕を図示している。なお、図３（ｂ）は、図３（ａ）中の画素電極１１１に対応してい
る。即ち、表示画素Ａ１は、図３（ａ）中の走査線Ａと信号線（１）の交点に設けられた
スイッチング素子１１０と、前記スイッチング素子に接続された画素電極１１１と、画素
電極に対向して設けられた対向電極と、画素電極と対向電極の間に存在している液晶とで
主に構成されている。
【００１０】
なお、図３には、簡略化の為に、走査線Ａ～Ｄ、信号線（１）～（６）、表示領域の一部
を構成する表示画素４行×６列（Ａ１～Ｄ６）のみ図示している。
【００１１】
以下に図３を用いて、パネルの表示動作の代表的な例を簡略に説明する。
【００１２】
まず、ソースドライバ回路内のシフトレジスタ回路等（図示しない）からの信号に従って
、信号線（１）には、画像情報（パネル入力映像信号２０３）の横方向（水平方向）ライ
ンの一部分（画素Ａ１）のみ選択サンプリングされ、その信号電位が信号線（１）全体に
印加される。そして、走査線Ａにのみ（交差している箇所の近傍に設けられたＴＦＴをオ
ンの状態にする）信号電位を印加する。そして、信号線（１）と走査線Ａが交差している
箇所の近傍に設けられたスイッチング素子のみをオン状態として、信号線（１）の信号電
位が画素電極に印加される。この印加された信号電位により液晶を駆動し、透過光量を制
御して、表示画素Ａ１に画像情報の一部（Ａ１に相当する画像）が表示される。
【００１３】
次に、表示画素Ａ１が表示された状態を補助容量等で保持したまま、次の瞬間には、映像
信号の横方向（水平方向）ラインの一部分のみ選択サンプリングされ、信号線（１）と隣
接する信号線（２）に、その信号電位が印加される。こうして表示画素Ａ１と同様に、表
示画素Ａ２に画像情報の一部（Ａ２に相当する画像）が表示される。
【００１４】
このような表示動作を順次行い、横方向の最初の画素行（Ａ行）に画像情報の一部（Ａ１
、Ａ２、Ａ３、Ａ４、．．．）を次々と表示する。この間、走査線Ａには、各信号線と交
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差している箇所の近傍に設けられたスイッチング素子をオンの状態にする信号が印加され
る。
【００１５】
引き続いて、横方向の最初の画素行Ａの全てに書き込みが終了すると、次は、走査線Ｂに
のみ（交差している箇所の近傍に設けられたスイッチング素子をオンの状態にする）信号
電位を印加する。信号線（１）には、映像信号の一部分（画素Ｂ１）のみサンプリングさ
れ、その信号電位が保持される。そして同様に、横方向の２行目に相当する画素行（Ｂ行
）のみを順に書き込む。このような表示動作を画素行の数（Ｎ行）だけ行うことにより、
表示領域に一画面（フレーム）を表示する。
【００１６】
加えて、一画面（フレーム）を表示後、さらに、スイッチング素子としてＴＦＴ等を用い
た液晶ディスプレイでは、液晶材料の劣化を防ぎ、表示ムラをなくし、表示品位を保つた
め、通常、各表示画素へ印加する信号電位は、共通電位を基準として、１フレーム（１画
面）内で正負の極性を反転した信号電位を印加（交流化駆動）する。
【００１７】
これらの表示動作を順次繰り返して複数の画面を得ることにより、表示領域１０６に映像
を表示する。
【００１８】
次に、上記で簡略に説明した交流化駆動方法について詳細に説明する。なお、従来の代表
的な交流化駆動方法における表示画素（４行×６列）の極性パターンを図１５及び図１６
に示した。図１５及び図１６の極性パターンは、図２（ｂ）に示した表示パターン〔表示
画素４行×６列（Ａ１～Ｄ６）〕と対応している。
【００１９】
なお、本明細書中の極性パターンを示した図〔図１、図１５、図１６、図１７〕では、共
通電位を基準として、表示画素に印加される信号電位が正である場合は「＋」で図示し、
負である場合は「－」で図示している。
【００２０】
加えて、走査方式には、１画面（１フレーム）の走査線を２回（２フィールド）に分けて
走査するインタレース走査と、走査線を画面上から順番に走査するノンインタレース走査
とがあるが、ここでは主にノンインターレス走査を用いた例で説明する。
【００２１】
従来例として示した図１５（ａ）は、１フレーム毎に全ての表示画素に印加する映像信号
の極性を反転させることから、フレ─ム反転駆動と呼ばれる。
【００２２】
図１５（ａ）に示したように、フレーム反転駆動の特徴は、任意の１フレーム内で、全て
の表示画素に同一の極性を有する信号電位が印加され、極性パターン▲１▼（正）を表示
し、次フレームでは、全ての表示画素に印加される信号電位の極性を負に反転させて極性
パターン▲２▼（負）を表示する点である。即ち、極性パターンのみに注目すると２種類
の極性パターン（極性パターン▲１▼と極性パターン▲２▼）が繰り返し表示される駆動
方法であった。
【００２３】
上記従来のフレーム反転駆動の問題点は、極性反転周期が１フレームと長く、人間の目に
視認できる周波数域（約３０Ｈｚ程度）となるため、映像信号の極性が正の時の表示▲１
▼と映像信号の極性が負の時の表示▲２▼とが微妙に異なっていることが、チラツキとし
て観察者に視認される点であった。特に、中間調表示において顕著にチラツキが確認され
た。
【００２４】
また、他の従来例として示した図１６（ａ）は、ソースライン反転駆動と呼ばれる。
【００２５】
図１６（ａ）で示したように、ソースライン反転駆動の特徴は、各表示画素は横（水平）
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方向で隣接している表示画素の信号電位と逆の極性を有する信号電位が印加される点であ
る。任意の１フレーム書き込み期間内ではＡ１、Ｂ１、Ｃ１．．．．と、Ａ３、Ｂ３、Ｃ
３．．．．と、Ａ５、Ｂ５、Ｃ５．．．．で示される表示画素（奇数列）には、互いに同
じ極性（正）の信号電位を有する映像信号が印加される。一方、Ａ２、Ｂ２、Ｃ２．．．
．と、Ａ４、Ｂ４、Ｃ４．．．．と、Ａ６、Ｂ６、Ｃ６．．．．で示される表示画素（偶
数列）には、互いに同じ極性（負）の信号電位を有する映像信号が印加される。このよう
にして、極性パターン▲１▼を表示する。そして、次のフレーム書き込み期間内では、直
前のフレーム書き込み期間で表示された極性パターン▲１▼と逆の極性を有する映像信号
が各表示画素に印加されて極性パターン▲２▼が表示される。
【００２６】
即ち、図１６（ａ）で示したように、上記従来のソースライン反転駆動も従来のフレーム
反転駆動と同様に、２種類の極性パターン（極性パターン▲１▼と極性パターン▲２▼）
が繰り返し表示される駆動方法であった。
【００２７】
また、上記従来のソースライン反転駆動を用いて、ノーマリーブラックである液晶パネル
の表示領域に白画面を表示させた時のパネル入力信号のタイミングチャートの一例を図１
８に示した。なお、この信号は、図２（ｂ）に示した表示パターン〔表示画素４行×６列
（Ａ１～Ｄ６）〕及び図１６（ａ）と対応している。
【００２８】
また、他の従来例として示した図１５（ｂ）は、ゲートライン反転駆動と呼ばれる。
【００２９】
図１５（ｂ）で示したように、ゲートライン反転駆動の特徴は、各表示画素は縦（垂直）
方向で隣接している表示画素と逆の極性を有する映像信号が印加される。この方法は、映
像信号の信号電位の極性が１水平走査期間毎に正から負、または、負から正へ反転してい
る。
【００３０】
即ち、上記従来の駆動方法と同様に、２種類の極性パターン（極性パターン▲１▼と極性
パターン▲２▼）が繰り返し表示される駆動方法であった。
【００３１】
このソースライン反転駆動及びゲートライン反転駆動により、フレーム反転駆動で問題と
なっていたチラツキは低減した。しかしながら、ソースライン反転駆動及びゲートライン
反転駆動の問題点は、逆の極性が印加された隣接表示画素間にディスクリネーションと呼
ばれる縞が発生するため、表示画面全体の明るさが低減されることであった。
【００３２】
本明細書中では、正の極性を有する映像信号が印加された表示画素と、負の極性を有する
映像信号が印加された表示画素との間で生じる電位差に起因する液晶の配向状態の乱れに
よる表示不良（ノーマリホワイトの場合は光のロス、ノーマリブラックの場合は光漏れ）
をディスクリネーションと呼んでいる。
【００３３】
隣合う表示画素間で生じる電位差は、図１４に示す電気力線により生じる。図１４（１）
には、画素電極▲１▼、▲２▼に印加された紙面に垂直方向の有効電界（正または負）に
対して、２つの画素電極▲１▼、▲２▼の間で生じる電気力線の状態図の上面図を示し、
図１４（２）には、断面図を示した。ただし、便宜上、図１４（１）は、横方向に生じる
画素電極▲１▼、▲２▼の間で生じる電気力線のみを示し、図１４（２）は、垂直方向に
配向制御されている液晶分子が電界の印加に反応する直前の電気力線の状態図を示した。
【００３４】
なお、図１６（ａ）に対応するディスクリネーションパターンを図１６（ｂ）に示した。
図１６（ｂ）には、ディスクリネーションが定位置に形成され、表示画素に印加された信
号電位の極性は異なっているものの実質的には、ディスクリネ─ションパターン▲１▼と
ディスクリネ─ションパターン▲２▼は同一である。
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【００３５】
加えて、図示しないが、他の交流化駆動方法として、隣接する全ての表示画素を書き込む
度に映像信号の極性を反転させ表示画素に印加する交流化方法（ドット反転駆動）が提案
されている。また、ドット反転駆動は隣接画素と極性が異なるため、隣接する表示画素と
の間で生じる電位差の影響が大きく、ディスクリネ─ションが表示に大きく影響していた
。
【００３６】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来の交流化駆動方法（ソースライン反転駆動及びゲートライン反転駆動）
では、図１６（ａ）及び図１６（ｂ）に一例を示したように、極性パターン▲１▼と極性
パターン▲２▼が繰り返し表示され、極性の異なる隣接表示画素間にディスクリネーショ
ンが連続して定位置に形成されるため、画面の明るさが低減してしまっていた。加えて、
他の従来の交流化駆動方法（ドット反転駆動）でも、同様であった。
【００３７】
また、他の従来の交流化駆動方法（フレーム反転駆動）では、ディスクリネーションは発
生しないが、チラツキが生じていた。
【００３８】
また、ディスプレイの表示表示画素数は年々増加しており、高表示画素数のパネルでは、
駆動周波数が非常に高くなる。例えば、ＮＴＳＣ規格で表示画素数は約４０万個、ＨＤＴ
Ｖ規格では表示画素数は約２００万個が必要とされている。従って、入力される映像信号
の最高周波数は、ＮＴＳＣ規格で約６ＭＨｚ、ＨＤＴＶ規格では約２０ＭＨｚ～３０ＭＨ
ｚとなっている。この映像信号を正確に表示するためには、クロック信号は、この映像信
号の数倍の周波数（例えば約５０ＭＨｚ～６０ＭＨｚ）が必要である。今後、ますます高
精細で高画質な表示が要求されることが予想され、非常に速いドットクロックを持つ映像
信号が取り扱われることになる。
【００３９】
従来、このように高い周波数帯域を有する映像信号およびクロック信号を正確に交流化さ
せて液晶パネルを駆動することは困難であった。なぜなら、従来のＬＣＤで用いられてい
る液晶材料は、電位が印加されてからの反応速度（数十ｍｓ～数百ｍｓ）が遅く、駆動回
路を、例えば非晶質シリコンや多結晶シリコンを用いた高い周波数帯域で動作可能なＴＦ
Ｔより構成しても、液晶材料がその高速動作に反応できないという問題が生じていた。
【００４０】
そこで、本発明では、このような諸問題を解決しようとするものである。
【００４１】
すなわち、本発明は、チラツキがなく、且つ、明るい表示を得ることのできる液晶表示装
置およびその駆動方法を提供することを目的とするものである。
【００４２】
【課題を解決するための手段】
本明細書で開示する本発明の第１の構成は、
一対の基板間に液晶が封入され、一方の基板上にＮ本の走査線と、Ｍ本の信号線と、前記
走査線と前記信号線との各交差部に配置されたＮ×Ｍ個の表示画素とを備えた液晶パネル
に、正または負の極性を有する映像信号を各表示画素に印加して映像表示を行う液晶表示
装置において、
同一極性の前記映像信号は、互いに隣合うｎ（Ｍ＞ｎ≧２）本の前記信号線毎に印加され
、
正の極性の映像信号が印加されたｎ本の信号線に接続される表示画素群と負の極性の映像
信号が印加されたｎ本の信号線に接続される表示画素群との境界部は、周期的に移動する
ことを特徴とする液晶表示装置である。
【００４３】
上記構成において、前記境界部は、１フレームまたは１フィールド間隔毎に移動すること
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を特徴としている。
【００４４】
また、上記構成における前記液晶パネルは少なくとも２本の映像信号配線を有し、
前記映像信号配線は、
正の極性を有する映像信号が印加される第１の映像信号配線と、
負の極性を有する映像信号が印加される第２の映像信号配線とで構成されることを特徴と
している。
【００４５】
また、上記構成における前記液晶パネルは、前記走査線と前記信号線との各交差部にスイ
ッチング素子を有し、
前記走査線と、前記信号線と、前記スイッチング素子とが同一基板上に形成されることを
特徴としている。
【００４６】
また、上記構成における前記液晶パネルは、前記信号線に印加する映像信号の極性を選択
する極性選択回路を有し、
前記信号線と、前記走査線と、スイッチング素子と前記極性選択回路とが同一基板上に形
成されることを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置である。
【００４７】
更に、本発明の第２の構成は、マトリクス状に配列された表示画素で構成された表示領域
を備え、
前記表示画素に正または負の極性を有する映像信号を書き込み、映像表示を行うアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置において、
少なくとも４種類の極性パターンを前記表示領域に順次表示する映像信号を形成する回路
を有することを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置である。
【００４８】
上記第２の構成において、少なくとも４種類の極性パターンを前記表示領域に１フレーム
または１フィールド間隔毎に順次表示し、前記極性パターンの種類と同数のフレームを一
周期として順次表示する回路を有することを特徴としている。
【００４９】
また、上記第２の構成において、各表示画素に印加される映像信号の極性を複数フレーム
または複数フィールド期間毎に反転する回路を有することを特徴とするアクティブマトリ
クス型液晶表示装置である。
【００５０】
更に、本発明の第３の構成は、マトリクス状に配列されたｘ行×ｙ列の表示画素で構成さ
れる表示領域を備え、
前記表示画素に正または負の極性を有する映像信号を書き込み、映像表示を行うアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法において、
前記表示領域にＺ種類の極性パターンを表示することを特徴とするアクティブマトリクス
型液晶表示装置の駆動方法である。
【００５１】
上記第２の構成において、前記Ｚ種類の極性パターンは、１フレーム間隔毎に表示され、
且つ、Ｚフレームを一周期として順次表示されることを特徴としている。
【００５２】
上記第２の構成において、マトリクス状に配列されたｘ行×ｙ列の表示画素で構成される
表示領域に、Ｚ（Ｚ＝４）種類の極性パターンが順次表示されることを特徴とするアクテ
ィブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法である。
【００５３】
更に、本発明の第４の構成は、一対の基板間に封入された液晶と、一方の基板上にＮ本の
走査線と、Ｍ本の信号線と、前記走査線と前記信号線との各交差部に配置されたＮ×Ｍ個
の表示画素で構成された表示領域とを備えた液晶パネルを有する液晶表示装置において、
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少なくとも２種類の異なるディスクリネーションパターンが、前記表示領域に表示される
ことを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置である。
【００５４】
更に、本発明の第５の構成は、一対の基板間に液晶が封入され、
マトリクス状に配列された表示画素で構成された表示領域を備え、
前記表示画素に正または負の極性を有する映像信号を書き込み、映像表示を行うアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法において、
少なくとも２種類の異なるディスクリネーションパターンを前記表示領域に表示すること
を特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示装置の駆動方法である。
【００５５】
上記第５の構成において、前記ディスクリネーションパターンを１フレームまたは１フィ
ールド間隔毎に前記表示領域へ順次表示することを特徴としている。
【００５６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の構成について従来の構成と比較しながら説明する。なお、ここではノンイ
ンターレス走査を用いた例で説明するが、本発明は、ノンインターレス走査に限定される
ことなく、インタレース走査等の他の走査方式でも適用可能であることは言うまでもない
。
【００５７】
また、同様に、本発明は、アクティブマトリクス型液晶表示装置に限定されることなく、
パッシブ型液晶表示装置等の他の液晶表示装置でも適用可能である。
【００５８】
従来のソースライン反転駆動は、図１６（ａ）で示したように、１フレーム毎に２種類の
極性パターン（▲１▼の極性パターンと▲２▼の極性パターン）の表示を繰り返す方法で
ある。また、この時に発生するディスクリネーションパターンは、図１６（ｂ）で示した
ように、実質的に１種類である。本発明人は、簡易な表示画素を用いて実験を行い、１列
毎に発生したディスクリネーション縞の顕微鏡写真を図１９（ｂ）に示した。
【００５９】
また、ノーマリーブラックである液晶パネルの表示領域全面に白画面を表示させた時のパ
ネル入力信号のタイミングチャートの一例を図１８に示した。このように、反転される表
示画素列の間隔が小さいと（図１６では１ライン毎）、人間の目にはディスクリネーショ
ン縞として視認されないものの、表示画面全体として明るさが低減される。
【００６０】
そこで、本発明人は、簡易な表示画素を用いて実験を行い、図１７（ａ）で示したように
、同時に複数列（２ライン）毎に信号電位の極性を反転させてソースライン反転駆動を行
った。すると、従来のソースライン（１列）反転駆動と比較して、ディスクリネーション
縞の本数が半減したため、表示画面全体が明るくなった。この時、発生した２列毎のディ
スクリネーションの縞模様の顕微鏡写真を図２０（ａ）に示す。
【００６１】
しかし、図１７（ｂ）で示したように、発生するディスクリネーションパターンは、図１
６（ｂ）と同様に１種類である。従って、ディスクリネーションが連続して定位置に形成
され、さらに、隣接するディスクリネーションの縞と縞との間隔が大きくなった（図１７
では２列）ため、人間の目でもディスクリネーションの縞模様として視認されてしまうと
いった問題が生じていた。
【００６２】
加えて、本発明人は、同時に複数ライン（４列）毎に信号電位の極性を反転させてソース
ライン反転駆動を行った。ソースライン（２列）反転駆動と比較して、表示画面全体が明
るくなったが、ディスクリネーション縞が目立った。この時、発生した４列毎のディスク
リネーションの縞模様の顕微鏡写真を図２０（ｂ）に示す。
【００６３】
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また、従来のフレーム反転駆動は、１フレーム内の隣接表示画素間で印加される信号電位
の極性が全て同じため、ディスクリネーションが形成されず、最も明るい表示が得られた
。この時のフレーム反転駆動を用いた表示の顕微鏡写真を図１９（ａ）に示す。
【００６４】
しかしながら、従来のフレーム反転駆動は極性反転周期が長く、人間の目に視認できる周
波数域（約３０Ｈｚ程度）となるため、チラツキが生じていた。このチラツキは表示映像
の濃淡の明確な場合は、約６０Ｈｚ程度で目立たなくなるが、中間調で淡い色を表示させ
た場合はＴＦＴ素子特性のバラツキにより６０Ｈｚ程度では目立つ。本発明人が行った実
験では１００Ｈｚ以上でないとこのチラツキを完全に目立たなくすることはできなかった
。また、図１５（ａ）で示したように、１フレーム毎に２種類の極性パターン（▲１▼の
極性パターンと▲２▼の極性パターン）の表示を繰り返すだけの反転駆動であった。
【００６５】
また、それぞれの反転駆動での表示の明るさ（輝度）を比較した表を表１に示した。なお
、測定装置としては、輝度計（ＢＭ７；トプコン社製）を用いた。
【００６６】
【表１】

【００６７】
これら従来の反転駆動に対して、本発明の反転駆動は、４つ以上の極性パターンを順次１
フレーム毎（インターレス走査の場合は１フィールド毎）に表示することを特徴としてい
る。
【００６８】
本発明の反転駆動は、図１にその一例を示したように、４種類の極性パターン（▲１▼～
▲４▼の極性パターン）を順次１フレーム毎（インターレス走査の場合は１フィールド毎
）に表示する。
【００６９】
即ち、本発明は、図１（ａ）で４種類の極性パターンの一例を示したように、極性パター
ン▲１▼の状態（１、２、５、６列の表示画素に正の極性を有する信号電位印加、３、４
列の表示画素に負の極性を有する信号電位印加）、
極性パターン▲２▼の状態（１、４、５列の表示画素に正の極性を有する信号電位印加、
２、３、６列の表示画素に負の極性を有する信号電位印加）、
極性パターン▲３▼の状態（３、４列の表示画素に正の極性を有する信号電位印加、１、
２、５、６列の表示画素に負の極性を有する信号電位印加）、
極性パターン▲４▼の状態（２、３、６列の表示画素に正の極性を有する信号電位印加、
１、４、５列の表示画素に負の極性を有する信号電位印加）、
を順次１フレーム毎（インターレス走査の場合は１フィールド毎）に表示する反転駆動方
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法である。なお、上記極性パターンを表示するための手段として、図２にその手段の一例
を示したように、選択回路１０９と、該回路に入力する選択信号２０８を形成するタイミ
ング発生回路１０８を備えている。
【００７０】
また、本発明の極性パターンは１フレーム（インターレス走査の場合は１フィールド）間
隔毎に表示されているが、図１（ａ）に示したように、各表示画素に印加される信号電位
の極性は、２フレーム期間毎に反転されていることも本発明の特徴の１つである。
【００７１】
また、ノーマリーブラックである液晶パネルの表示領域に白画面を表示させた時のパネル
入力信号電位のタイミングチャートの一例を図４に示した。この信号は、図３（ｂ）に示
した表示パターン〔表示画素４行×６列（Ａ１～Ｄ６）〕及び図１（ａ）と対応している
。なお、本発明のタイミングチャート（図４）と従来のタイミングチャート（図１８）と
を比較するとその違いがはっきり分かる。
【００７２】
また、本発明の反転駆動を用いると、１フレーム毎（インターレス走査の場合は１フィー
ルド毎）に２つ以上の異なるディスクリネーションパターンが順次表示される。
【００７３】
即ち、図１（ｂ）で２種類の異なるディスクリネーションパターンの一例を示したように
、本発明は、
ディスクリネーションパターン▲１▼の状態（２列の表示画素と３列の表示画素との間、
４列の表示画素と５列の表示画素との間）
ディスクリネーションパターン▲２▼の状態（１列の表示画素と２列の表示画素との間、
３列の表示画素と４列の表示画素との間、５列の表示画素と６列の表示画素との間）
ディスクリネーションパターン▲３▼の状態（▲１▼の状態と同一）
ディスクリネーションパターン▲４▼の状態（▲２▼の状態と同一）
が順次１フレーム毎（インターレス走査の場合は１フィールド毎）に表示される。即ち、
２種類の異なるディスクリネーションパターンが順次表示される。
【００７４】
このように、本発明の構成とすると、ディスクリネーションは発生するが、１フレ─ム（
インターレス走査の場合は１フィールド）に着目すると、従来のソースライン反転駆動及
びゲートライン反転駆動で発生するディスクリネーション縞の数を低減することができる
。
【００７５】
また、本発明の構成は、図１（ｂ）に示したように、同時に複数ライン（２ライン）毎に
信号電位の極性を反転させて書き込みを行っているため、隣接するディスクリネーション
の縞と縞との間隔が大きくなる。しかしながら、▲１▼の状態と▲３▼状態の間に異なる
ディスクリネーションパターン▲２▼の状態を表示することで、人間の目にディスクリネ
ーションが縞模様として視認されないものとすることができる。
【００７６】
即ち、本発明の構成とすると、画面表示を従来のソースライン反転駆動（１ライン毎）の
表示よりも明るくすることができ、且つ、従来のフレーム反転駆動で生じていたチラツキ
をなくすことができる。
【００７７】
【実施例】
以下、本実施例の実施例を説明するが、この実施例に限定されないことは勿論である。
〔実施例１〕
図２に液晶表示装置のブロック図を示した。ここでは、簡単に本発明を説明するために、
本発明の駆動回路によりパネル入力映像信号２０３を１つ形成して、４種類の極性パター
ンを行う例を示した。なお、本実施例においては、表示体として液晶を用いたが、本発明
はマトリクス状に表示画素が配置されたディスプレイであれば、特に限定されない。
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【００７８】
液晶パネル１０１は、一対の基板間に液晶が封入され、同一基板上にゲートドライバ回路
１０４と、ソースドライバ回路１０５と、表示領域１０６とを設ける構成とした。なお、
図２において示したソースドライバ回路やゲートドライバ回路は、パネル外部に設ける構
成としてもよい。
【００７９】
表示領域１０６は、水平方向（横方向）に互いに平行に延びる複数の走査線１０２と、走
査線に直交する垂直方向（縦方向）に互いに平行に延びる複数の信号線１０３と、走査線
及び信号線の交差部近傍に配置されるスイッチング素子１１０と、スイッチング素子に接
続される画素電極１１１とを備えた。また、表示領域１０６には、表示画素がマトリクス
状に設ける。
【００８０】
また、走査線の一端は、各スイッチング素子のゲート電極に接続され、他端はゲートドラ
イバ回路１０４（走査線駆動回路）に接続した。ゲートドライバ回路は、走査信号を対応
する走査線１０２に出力する。
【００８１】
また、信号線１０３の一端は、各スイッチング素子のソース電極に接続し、他端はソース
ドライバ回路１０５（信号線駆動回路）に接続した。ソースドライバ回路は、映像信号を
対応する信号線に出力する。
【００８２】
本実施例では、スイッチング素子１１０として、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を用いたが
、同様な機能を有するスイッチング素子であれば、適用可能である。
例えば、ＭＩＭ素子や、ＴＦＤや、ダイオード素子でもよい。
【００８３】
図２及び図３を用いて１表示画素の動作を説明する。１表示画素の動作としては、従来と
同様であり、走査信号がオンする（高電位となる）と、スイッチング素子がオン状態とな
り、信号線に印加されている映像情報が表示画素及び表示画素容量に書き込まれる。そし
て、この映像情報を有する信号（パネル入力映像信号）の電位により、液晶を駆動し、透
過光量を制御して、映像信号を表示した。
【００８４】
映像情報を有する映像信号２００は、通常ＣＲＴに対応した信号であり、液晶パネルに適
した信号ではないため、様々な信号処理をビデオコントロール回路１０７で施した。本実
施例においては、映像信号２００としてアナログ信号を用いた。ただし、映像信号がデジ
タル信号でも適用することができることは言うまでもない。
【００８５】
ビデオコントロール回路では、主に、容易に信号処理を施す為のＡ／Ｄ変換（映像信号２
００がデジタル信号であれば、特に必要としない）、液晶特性を考慮したγ補正、映像信
号の低周波数化するための信号分割補正、液晶の信頼性向上のための極性反転、位相ずれ
補正、信号の増幅、Ｄ／Ａ変換などを行う。本実施例では、様々な補正が施された映像信
号を２つに分割して、共通電位（０Ｖ）に対して対称性を持つ一対のアナログ映像信号、
即ち、正の極性を有する映像信号（正）２０１と負の極性を有する映像信号（負）２０２
を出力した。
【００８６】
本実施例における選択回路では、タイミング発生回路１０８からの選択信号を用いて、ビ
デオコントロール回路１０７で処理された映像信号（正）及び映像信号（負）から、４種
類の極性パターンを表示するパネル入力映像信号を得た。
【００８７】
即ち、このパネル入力映像信号の極性は選択信号及び選択回路１０９にて決定した。本発
明の駆動方法の特徴は、駆動回路（主に、選択信号及び選択回路）によって、４つ以上の
極性パターンを表示可能なパネル入力映像信号を形成することである。
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【００８８】
但し、映像信号２００から、このパネル入力映像信号２０３を得るまでの信号処理の順序
を、回路設計により適宜変更することが可能であることは言うまでもない。
【００８９】
本実施例では、この４つ以上の極性パターンを表示可能なパネル入力映像信号の一例とし
て、４種類の極性パターンを表示するパネル入力映像信号を図４に示した。このようなパ
ネル入力信号を駆動回路（主に、選択信号及び選択回路）により得た。図４では、最も単
純な表示映像（ノーマリーブラックの液晶パネルにおける全面白表示）を用いた。このパ
ネル入力映像信号により表示される本実施例の各表示画素の極性図を図１（ａ）に示した
。また、ディスクリネーションパターンを図１（ｂ）に示した。
【００９０】
こうして得られた表示領域には、ディスクリネーションが発生するが、１フレ─ムに着目
すると、従来のソースライン反転駆動及びゲートライン反転駆動で発生するディスクリネ
ーションの縞の数と比較して低減した。そのため、従来のソースライン反転駆動及びゲー
トライン反転駆動と比較して明るい表示を得ることができた。また、フレーム反転駆動の
表示で生じていたチラツキも目立たない。
【００９１】
また、本発明の構成は、図１（ｂ）に示すように、▲１▼の状態と▲３▼の状態に着目す
ると、同時に複数ライン（２ライン）毎に映像信号の極性を反転させて書き込みを行って
いるが、▲１▼の状態を表示した後、▲３▼の状態を表示する間に▲２▼の状態、▲３▼
の状態を表示した後、▲１▼の状態を表示する間に▲４▼の状態が存在する、即ち、２種
類のディスクリネーションパターンを有するため、人間の目にはディスクリネーションが
縞として視認されない。
【００９２】
即ち、本実施例は、同時に複数ライン（２ライン）毎に映像信号の極性を反転させて書き
込みを行っているため、従来（１ライン毎）と比較して、表示を約２０％程度明るくする
ことができ、尚且つ、チラツキの生じない液晶パネルとすることができた。
【００９３】
本実施例において、ビデオコントロール回路、選択回路、タイミング発生回路、ソースド
ライバ回路、ゲートドライバ回路の構成は、一例であって同様な機能を有するものであれ
ば、適宜変更できることは言うまでもない。また、上記駆動回路の一部または全てを同一
基板上に設け、集積化を図ってもよい。
【００９４】
〔実施例２〕
実施例１では、４種類の極性パターンを表示する１つの映像信号を形成する駆動回路の例
を示したが、本実施例においては、４種類の極性パターンを表示する４種類の映像信号を
形成し、パネルに入力する周辺駆動回路の例を図５～１３を用いて説明した。
【００９５】
図５に本実施例の液晶表示装置のブロック図を示す。本実施例の周辺回路として、ビデオ
コントロール回路５０７と、タイミング発生回路５０８と、４つの選択回路５０９、５１
０、５１１、５１２を用いた。４つの選択回路の一例として、図９にその具体的な例を示
した。
【００９６】
また、本実施例の液晶パネル５０１は、表示画素領域５００（１０２４表示画素行×７６
８表示画素列）と、ゲートドライバ回路５０４と、ソースドライバ回路５０５とで構成し
た。
【００９７】
また、ゲートドライバ回路５０４は、走査信号を対応する走査線５０２に出力した。また
、ソースドライバ回路５０５は、映像信号を対応する信号線５０３に出力した。
【００９８】
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ソースドライバ回路５０５周辺の簡略図を図６、ゲートドライバ回路５０４周辺の簡略図
を図７に示した。また、各ドライバ回路に用いたシフトレジスタの回路図の一例を図８に
示した。
【００９９】
図５～８を用いてパネル表示の動作を説明する。
【０１００】
まず、画像を記憶した記憶装置（磁気記憶媒体や光磁気記憶媒体等）やＴＶチューナーや
、コンピュータ等からの映像信号（ＶＩＤＥＯ）を用意する。通常、この映像信号（ＶＩ
ＤＥＯ）は、ＣＲＴ等に対応した信号であり、液晶パネルに適した信号ではないため、様
々な信号処理を行う必要がある。そこで、ビデオコントロール回路５０７では、液晶特性
を考慮したγ補正処理や、補正処理を簡単に行うためのアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変
換処理及びデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換処理、低周波数化を図るための分割処理等
を行った。
【０１０１】
本実施例では、ビデオコントロール回路５０７から出力される映像信号の一例として、図
１０に示すような映像信号（ｖｉｄｅｏ１、＊ｖｉｄｅｏ１、ｖｉｄｅｏ２、＊ｖｉｄｅ
ｏ２、ｖｉｄｅｏ３、＊ｖｉｄｅｏ３、ｖｉｄｅｏ４、＊ｖｉｄｅｏ４）を出力した。な
お、映像信号ｖｉｄｅｏ　ｎ（１～４）と＊ｖｉｄｅｏ　ｎ（１～４）との関係は、共通
電位（コモン電位）に対して対称性を有しており、共通電位に対して正の極性を有する映
像信号をｖｉｄｅｏ　ｎ（１～４）、負の極性を有する映像信号を＊ｖｉｄｅｏ　ｎ（１
～４）とした。
【０１０２】
次に、映像信号ｖｉｄｅｏ　ｎ（１～４）と＊ｖｉｄｅｏ　ｎ（１～４）をそれぞれ、図
５に示した選択回路５０９、５１０、５１１、５１２に入力した。本実施例では図９に示
す回路を用いて入力信号Ｖin１～４を形成した。選択回路５０９に着目した場合、選択信
号ＶＳＥＬ１が「０」の時、正の極性を有する映像信号ｖｉｄｅｏ　１を出力し、選択信
号ＶＳＥＬ１が「１」の時、負の極性を有する映像信号＊ｖｉｄｅｏ　１を出力するスイ
ッチング素子により、入力信号Ｖin１を形成した。なお、選択回路５０９、５１０、５１
１、５１２をアクティブマトリクスアレイ基板上に設ける構成とするとより集積化が図れ
る。また、入力信号Ｖin１～４と選択信号ＶＳＥＬ１～４との対応を示す図を図１１に示
した。
【０１０３】
従来のパネル入力信号は、１フレーム毎に極性を反転させていた。それに対して、本実施
例、即ち本発明の特徴は、図１３中のＶin１～４に注目すると分かるように、それぞれＶ
in１～４は、２フレーム毎に極性が反転している点である。例えば、Ｖin２は、最初の１
フレーム後で信号の極性が反転（正⇒負）しているが、Ｖin１は最初の１フレーム後でも
反転しておらず、信号の極性（正）は変化しない。また、Ｖin３は、最初の１フレーム後
で信号の極性が反転（負⇒正）しているが、Ｖin４は最初の１フレーム後でも反転してお
らず、信号の極性（負）は変化しない。
【０１０４】
このように、それぞれ異なっているＶin１～４をパネルに入力し、表示すると、図１（ａ
）に示すような４種類の極性パターンが表示できた。
【０１０５】
従って、図１（ｂ）に示すように２種類のディスクリネーションパターンが生じるが、人
間の目には、ディスクリネーション縞として認識されず、パネル表示を明るくすることが
できた。
【０１０６】
主に、この選択回路で、４種類の極性パターンを行う４種類の映像信号を形成する。なお
、選択回路は図９に示す回路と同等の機能を有するものであれば、特に限定されない。
【０１０７】
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また、図５における信号〔Ｓ－ＣＫ、Ｇ─ＣＫ、Ｇ─ＳＰ、ＶＩＤＥＯ、Ｓ－ＳＰ、Ｖin
（１～４）〕及び図６における信号（ｓ０、ｓ１、ｇ０、ｇ１、ｇ２等）のタイミングチ
ャートを図１２に示した。加えて、より詳細なタイミングチャートとして、図１３を示し
た。なお、図１３の各信号（ｓ０、ｓ１、ｓ２、ｓ３、Ｖin（１～４）、Ｇ─ＳＰ、Ｓ－
ＣＫ、Ｓ－ＳＰ等）は図１２と対応している。
【０１０８】
なお、映像信号２００から、この４種類のパネル入力信号を得るまでの信号処理の順序を
、回路設計により適宜変更することが可能であることは言うまでもない。
【０１０９】
即ち、本実施例は、映像信号を４つに分割しているため、比較的高い周波数帯域を有する
映像信号を低周波数化でき、且つ、同時に複数ライン（２ライン）毎に映像信号の極性を
反転させて書き込みを行っているため、従来（１ライン毎）と比較して、表示を約２０％
程度明るくすることができ、尚且つ、チラツキの生じない液晶パネルとすることができた
。
【０１１０】
〔実施例３〕
上記各実施例においては、ｘ行×ｙ列（ｘ、ｙ＝整数）の表示画素で構成される表示領域
に、Ｚ種類（Ｚ＝４）の極性パターンを表示する液晶表示装置について、主に述べている
が、Ｚ種類（Ｚ＞２）を表示する液晶表示装置であれば特に限定されない。或いは、ディ
スクリネーションパターンが２種類以上の液晶表示装置であれば特に限定されない。なお
、Ｚは３以上の整数である。
【０１１１】
例えば、３ライン同時に極性反転させ、Ｚ種類（最大で６種類）の極性パターン、３種類
のディスクリネーションパターンを表示することも可能である。また、４ライン同時に反
転させ、Ｚ種類（最大で２４種類）の極性パターン、４種類のディスクリネーションパタ
ーンを表示することも可能である。言うまでもなく、さらに多数のラインを同時に反転さ
せることも可能である。
【０１１２】
さらに、１フレーム期間毎に同時に反転させるラインの本数を変え、複数の極性パターン
と、複数のディスクリネーションパターンを表示させることが考えられる。例えば、１フ
レーム期間では、１ライン毎に極性反転させ、次フレームでは２ライン毎に極性反転させ
、Ｚ種類（Ｚ＝４）の極性パターン、２種類のディスクリネーションパターンを表示し、
表示の明るさを向上させることができる。
【０１１３】
上記各実施例の反転方法に加えて、さらに、同時に極性反転する本数や、１フレーム期間
毎に同時に反転させるラインの本数を適宜組み合わせることによって、様々な極性パター
ン及びディスクリネーションパターンを形成することができ、良好な表示特性を得ること
ができる。
【０１１４】
〔実施例４〕
実施例１～３に示した構成を有する液晶表示装置の一例を図２２に示す。図２２は液晶表
示装置の本体に相当する部位であり、液晶モジュールとも呼ばれる。
【０１１５】
図２２において、１００１は基板、１００３は、画素マトリクス回路、１００４は、ゲイ
ト側駆動回路、１００５は、ソース側駆動回路、１００６は、ロジック回路である。この
様な回路が設けられた基板に対して対向基板１００７が貼り合わされる。回路基板と対向
基板１００７との間には液晶層（図示せず）が挟持される。また、アクティブマトリクス
基板の一部を露出させ、そこにＦＰＣ（フレキシブル・プリント・サーキット）１００８
を取り付ける。ここには必要に応じてＩＣチップ（単結晶シリコン上に形成されたMOSFET
で構成される半導体回路）を搭載しても構わない。
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【０１１６】
〔実施例５〕
本実施例では、本発明を利用した電気光学装置を利用する電子機器（応用製品）の一例を
図２３に示す。なお、電子機器とは半導体回路および／または電気光学装置を搭載した製
品のことを意味している。
【０１１７】
本願発明を適用しうる電子機器としてはビデオカメラ、電子スチルカメラ、プロジェクタ
ー、ヘッドマウントディスプレイ、カーナビゲーション、パーソナルコンピュータ、携帯
情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話、ＰＨＳ（パーソナルハンディフォンシステ
ム）等）などが挙げられる。
【０１１８】
図２３（Ａ）は携帯電話であり、本体２００１、音声出力部２００２、音声入力部２００
３、表示装置２００４、操作スイッチ２００５、アンテナ２００６で構成される。本願発
明は音声出力部２００２、音声出力部２００３、表示装置２００４等に適用することがで
きる。
【０１１９】
図２３（Ｂ）はビデオカメラであり、本体２１０１、表示装置２１０２、音声入力部２１
０３、操作スイッチ２１０４、バッテリー２１０５、受像部２１０６で構成される。本願
発明は表示装置２１０２、音声入力部２１０３、受像部２１０６等に適用することができ
る。
【０１２０】
図２３（Ｃ）はモバイルコンピュータ（モービルコンピュータ）であり、本体２２０１、
カメラ部２２０２、受像部２２０３、操作スイッチ２２０４、表示装置２２０５で構成さ
れる。本願発明はカメラ部２２０２、受像部２２０３、表示装置２２０５等に適用できる
。
【０１２１】
図２３（Ｄ）はヘッドマウントディスプレイであり、本体２３０１、表示装置２３０２、
バンド部２３０３で構成される。本発明は表示装置２３０２に適用することができる。
【０１２２】
図２３（Ｅ）はリア型プロジェクターであり、本体２４０１、光源２４０２、表示装置２
４０３、偏光ビームスプリッタ２４０４、リフレクター２４０５、２４０６、スクリーン
２４０７で構成される。本発明は表示装置２４０３に適用することができる。
【０１２３】
図２３（Ｆ）はフロント型プロジェクターであり、本体２５０１、光源２５０２、表示装
置２５０３、光学系２５０４、スクリーン２５０５で構成される。本発明は表示装置２５
０３に適用することができる。
【０１２４】
以上の様に、本願発明の適用範囲は極めて広く、あらゆる分野の電子機器に適用すること
が可能である。また、電気光学装置や半導体回路を必要とする製品であれば全てに適用で
きる。
【０１２５】
【発明の効果】
このように、本発明の構成により、従来のソースライン反転駆動及びゲートライン反転駆
動で発生するディスクリネーションの縞の数と比較して少なくすることができる。そのた
め、従来のソースライン反転駆動及びゲートライン反転駆動と比較して明るい表示を得る
ことができる。また、フレーム反転駆動で生じていたチラツキも生じない。
【０１２６】
また、異なるディスクリネーションパターンが２つ以上存在するため、人間の目にはディ
スクリネーションが縞として視認されない。
【０１２７】



(16) JP 4683679 B2 2011.5.18

10

20

30

40

50

また、本発明の極性パターンは、１フレーム間隔毎に表示されているが、各表示画素に印
加される映像信号の極性は、複数フレーム期間毎に反転されている。従って、非常に速い
ドットクロックを持つ映像信号を用いても、映像信号の極性反転周期は従来の数倍と長く
することができる。
【０１２８】
また、非常に速いドットクロックを持つ映像信号を用いても、電圧が印加されてからの反
応速度（数十ｍｓ～数百ｍｓ）が遅い液晶材料でも十分駆動することができる。さらに、
反応速度が速い液晶材料（例えば、強誘電性液晶、反強誘電性液晶等）を用いれば、さら
に速いドットクロックを持つ映像信号を用いることが可能である。
【０１２９】
ある温度域において反強誘電相を示す液晶を反強誘電性液晶という。反強誘電性液晶を有
する混合液晶には、電場に対して透過率が連続的に変化する電気光学応答特性を示す、無
しきい値反強誘電性混合液晶と呼ばれるものがある。この無しきい値反強誘電性混合液晶
は、Ｖ字型の電気光学応答特性を示すものがあり、その駆動電圧が約±２．５Ｖ程度（セ
ル厚約１μｍ～２μｍ）のものも見出されている。特に、本発明にこのようなしきい値の
無い反強誘電性液晶材料（無しきい値反強誘電性混合液晶）を用いることが好ましかった
。
【０１３０】
例えば、1998, SID, "Characteristics and Driving Scheme of Polymer-Stabilized Mon
ostable FLCD Exhibiting Fast Response Time and High Contrast Ratio with Gray-Sca
le Capability" by H. Furue et al. や、1997, SID DIGEST, 841, "A Full-Color Thres
holdless Antiferroelectric LCD Exhibiting Wide Viewing Angle with Fast Response 
Time" by T. Yoshida et al.や、1996, J. Mater. Chem. 6(4), 671-673, "Thresholdles
s antiferroelectricity in liquid crystals and its application to displays" by S.
 Inui et al.や、米国特許第5594569 号に開示された液晶を用いることが可能である。
【０１３１】
ここで、Ｖ字型の電気光学応答を示す無しきい値反強誘電性混合液晶の印加電圧に対する
光透過率の特性を図２１に示す。図２１に示すグラフの縦軸は透過率（任意単位）、横軸
は印加電圧である。なお、液晶表示装置の入射側の偏光板の透過軸は、液晶表示装置のラ
ビング方向にほぼ一致する無しきい値反強誘電性混合液晶のスメクティック層の法線方向
とほぼ平行に設定されている。また、出射側の偏光板の透過軸は、入射側の偏光板の透過
軸に対してほぼ直角（クロスニコル）に設定されている。
【０１３２】
図２１に示されるように、このような無しきい値反強誘電性混合液晶を用いると、低電圧
駆動かつ階調表示が可能となることがわかる。
【０１３３】
このような低電圧駆動の無しきい値反強誘電性混合液晶をアナログドライバを有する液晶
表示装置に用いた場合には、画像信号のサンプリング回路の電源電圧を、例えば、５Ｖ～
８Ｖ程度に抑えることが可能となる。よって、ドライバの動作電源電圧を下げることがで
き、液晶表示装置の低消費電力化および高信頼性が実現できる。
【０１３４】
また、このような低電圧駆動の無しきい値反強誘電性混合液晶をデジタルドライバを有す
る液晶表示装置に用いた場合にも、Ｄ／Ａ変換回路の出力電圧を下げることができるので
、Ｄ／Ａ変換回路の動作電源電圧を下げることができ、ドライバの動作電源電圧を低くす
ることができる。よって、液晶表示装置の低消費電力化および高信頼性が実現できる。
【０１３５】
よって、このような低電圧駆動の無しきい値反強誘電性混合液晶を用いることは、比較的
ＬＤＤ領域（低濃度不純物領域）の幅が小さなＴＦＴ（例えば、０ｎｍ～５００ｎｍまた
は０ｎｍ～２００ｎｍ）を用いる場合においても有効である。
【０１３６】
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また、一般に、無しきい値反強誘電性混合液晶は自発分極が大きく、液晶自体の誘電率が
高い。このため、無しきい値反強誘電性混合液晶を液晶表示装置に用いる場合には、画素
に比較的大きな保持容量が必要となってくる。よって、自発分極が小さな無しきい値反強
誘電性混合液晶を用いるのが好ましい。また、液晶表示装置の駆動方法を線順次駆動とす
ることにより、画素への階調電圧の書き込み期間（ピクセルフィードピリオド）を長くし
、保持容量が小くてもそれを補うようにしてもよい。
【０１３７】
なお、このような無しきい値反強誘電性混合液晶を用いることによって低電圧駆動が実現
されるので、液晶表示装置の低消費電力が実現される。
【０１３８】
なお、図２１に示すような電気光学特性を有する液晶であれば、いかなるものも本発明の
液晶表示装置の表示媒体として用いることができる。
【０１３９】
従って、本発明の構成に適用すると、画面表示を従来のソースライン反転駆動及びゲート
ライン反転駆動の表示よりも明るくすることができ、且つ、従来のフレーム反転駆動で生
じていたチラツキをなくすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　本発明の極性パターン及びディスクリネーションパターンの一例（実施例１
）を示す図
【図２】　　本発明の駆動回路のブロック図の一例（実施例１）を示す図
【図３】　　本発明の駆動回路の簡略構造図及び表示パターンを示す図
【図４】　　本発明のタイミングチャートの一例（実施例１）を示す図
【図５】　　本発明の駆動回路のブロック図の一例（実施例２）を示す図
【図６】　　本発明の駆動回路のソースドライバ回路の一例（実施例２）を示す図
【図７】　　本発明の駆動回路のゲートドライバ回路の一例（実施例２）を示す図
【図８】　　本発明の駆動回路の回路構成の一例（実施例２）を示す図
【図９】　　本発明の選択回路の一例（実施例２）を示す図
【図１０】　本発明の選択信号の一例（実施例２）を示す図
【図１１】　本発明の選択信号と入力信号の対応の一例（実施例２）を示す図
【図１２】　本発明のタイミングチャートの一例（実施例２）を示す図
【図１３】　本発明のタイミングチャートの一例（実施例２）を示す図
【図１４】　隣合う画素間で生じる電気力線の状態図
【図１５】　従来の極性パターンを示す図
【図１６】　従来の極性パターン及びディスクリネーションパターンを示す図
【図１７】　従来の極性パターン及びディスクリネーションパターンを示す図
【図１８】　従来のタイミングチャートを示す図
【図１９】　従来のディスクリネーションパターンを示す顕微鏡写真図
【図２０】　従来のディスクリネーションパターンを示す顕微鏡写真図
【図２１】　無しきい値反強誘電性混合液晶の印加電圧に対する光透過率の特性を示す図
【図２２】　液晶パネルの外観図の一例を示す図
【図２３】　電気機器の一例を示す図
【符号の説明】
１０１　　　　　　液晶パネル
１０２　　　　　　走査線
１０３　　　　　　信号線
１０４　　　　　　ゲートドライバ回路
１０５　　　　　　ソースドライバ回路
１０６　　　　　　表示領域
１０７　　　　　　ビデオコントロール回路
１０８　　　　　　タイミング発生回路
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１０９　　　　　　選択回路
１１０　　　　　　スイッチング素子
１１１　　　　　　画素電極
２００　　　　　　映像信号
２０１　　　　　　映像信号（正）
２０２　　　　　　映像信号（負）
２０３　　　　　　パネル入力映像信号
２０８　　　　　　選択信号

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】



(24) JP 4683679 B2 2011.5.18

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/1368
              G02F   1/133
              G09G   3/36


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

